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四国東部吉ヶ平地域における先白E系付加コンプレックスの放散虫年代
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Radiolarian ages of pre-Cretaceous accretionary complexes in the 

Yoshigahira area, Chichibu Superterrane, East Shikoku 

ISHIDAKeisuke* and KOZAI Takeshi** 

Abstract Radiolarian ages of the pre・Cretaceousaccretionary complexes (ACs) are studied in relation with the 

spatial arrangement of the subunits that are composed of the Mesozoic slope-basin deposits and pre・Cretaceous

A Cs in the Yoshigahira area, central Tokushima Prefecture, East Shikoku. The attribution of each subunit to the 

particul釘 unitis also discussed. 

The subdivided 14 subunits, Subunits A to N企om出enorth to the south, are composed of the Siluro-Devonian 

of出eKurosegawa lenticular body (Subunit D), Late Permian ACs (Subunits Band J), Early and Middle Jurassic 

ACs (Subunits F, H, Kand N), Jurassic slope-basin deposits (Subunit M) and the Lower Cretaceous slope-basin 

deposits (Subunits A, C, E, G, I, L). Among them, the Subunits A to H belong to the Yoshigahira Unit that is the 

tectonic unit after the Lower Cretaceous deposits were formed. The Subunits I, J, L and M belong to the S法ashu

Unit of the Kurosegawa Belt. The Sakashu Unit is composed ofPermi釦 ACswith Siluro・Devonianblocks出atare 

overlain by the Mesozoic (partly Upper Permian) slope-basin deposits. The subunits K and N belong to the 

Subzone I of the South Chichibu Belt that is composed of the Middle Jurassic ACs. 

The newly found early Middle Jurassic ACs合omthe northernmost of the South Chichibu Belt are equivalent to 

those of the Kumosoyama Unit in the North Chichibu Belt. It means that the northernmost subzone of the South 

Chichibu Belt was the southern extension of the North Chichibu Nappe. This finding indicates the possibility that 

the early Middle Jurassic A Cs of the North Chichi bu Nappe was situated underneath the nappe of Permian A Cs at 

Early Cretaceous time. 
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体形成以降のテクトニクスの特徴．とくに地層の再配列過程

あるいは構造ユニットの形成過程を解明する上で重要な情

報を提供する．このような視点から，筆者らは中生界斜面海

盆堆積相と先白亜系付加コンフ。レックスとの層序関係と構造

的な配列を中心に．四国東部における秩父－黒瀬川帯の構

造発達過程の解析を進めている．

四国東部．徳島県勝浦郡勝浦町立川谷上流～上勝町

吉ヶ平にかけての秩父累帯中帯（Fig.1）には．斜面海盆

堆積相の下部白亜系が分布すると見なされていた（平山ほ

か， 1956）.石田 ・橋本 (1991）は，大型化石との共産

による下部白亜系放散虫生層序研究の一環として，下部白

亜系狸谷間・中伊豆腐（平山ほか， 1956）の模式地を検
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Fig. 1. Tectonic outline map of the Chichibu Superterrane in central Tokushima Prefecture, East Shikoku. 

討する過程で，メランジュ相の先白E系が，白亜系の層序

を切って構造的に挟在することを報告した．その後，筆者ら

は，当地域における中生界斜面海盆堆積相と先白亜系付

加コンフ．レックスとの層序関係と構造的な配列に関する調査

を進めた．その結果，付加コンプレックスの配列とそれらの

放散虫年代が明らかになったので報告し，各サブ、ユニットの

構造区分上の帰属．位置づけに関して考察する．なお，斜

面海盆堆積相下部白亜系の層序と生層序の詳細について

は，稿を改めて報告する（香西・石田， 2000ほか）．

地質概観

調査対象とした徳島県勝浦川上流の上勝町吉ヶ平～勝浦

町立川谷上流にかけての地域には， ENE-WSW方向の構

造に支配されて．地層や変成岩，深成岩類が分布する

(Fig. 2）.それらは．蛇紋岩．黒瀬川構造帯構成岩類の

圧砕花樹岩とシルルーデボン系の石灰岩および凝灰質砂

岩，付加体メランジュ相のペルム系，三畳系，ジュラ系，な

らびに斜面海盆堆積相の下部白亜系である．また断片的に

鳥巣層群相当の斜面海盆堆積相が分布する．いずれも地

層はENE-WSW走向を示し，中～高角度で南北に傾斜

しており，下部白亜系の地層には摺曲構造が見られる．各

岩相層序単元の分布幅は数 100m以下であり，境界は一

般に断層で画される．また断層のいくつかは，破砕された蛇

紋岩を狭在する．当地域の地質は，従来，平山ほか(1956)

により，秩父累帯北帯に属するペルム系沢谷層群と秩父累

帯中帯に属するペルム系袷曽根層群，ジュラ系鳥巣層群，

下部白亜系狸谷層・中伊豆層，ならびに，黒瀬川構造帯

と谷レンズ状体の宮ケ谷変成岩類，三滝火成岩類，シルル

系のと谷層群に区分されていた．その後，下部白亜系に関

しては，二枚貝生層序の研究（田代・松田， 1985など），

またシルル系と谷層群に関しては， Wakamatsuet al. 

(1990）による放散虫生層序の研究が行われている．しかし

ながら，付加体メランジュ相の微化石による年代決定やユ

ニット区分，ならびに斜面海盆堆積相との層序関係に関する

系統的な研究は行われていなかった．

1970年代後半以降の微化石による付加体研究の進展に

伴い，秩父累帯の区分と定義に関しては，さまざまな見解が

示されており，その経緯に関しては，山北 (1998) により
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Fig. 2. Geologic map of the Yoshigahira area. a: Serpentinite. b: Siluro-Devonian (Kurosegawa lenticular body). c: Late Permian 

accretionary complexes. d: Early to Middle Jurassic accretionary complexes. e: Jurassic slope-basin deposits. f: Lower Cretaceous 

slope-basin deposits. SU-A to・N:Subzone A to N. Small dots with numbers indicate the radiolarian localities. 

レビューされている．当調査地域を含む四国東部地域の秩

父累帯に関して， Ishida (1999) は，下部白亜系物部

川層群に含まれる含放散虫粗粒砕屑物の後背地研究の中

で，先白亜系の構成と白亜系との層序関係を重視して，秩

父累帯（ChichibuSuperterrane）を，北から秩父北帯

(North Chichibu Belt），黒瀬川帯（Kurosegawa

Belt），秩父南帯（SouthChichibu Belt）に区分した．

そして秩父北帯をジュラ紀中期前半までの付加コンフ。レック

スから構成される地帯，秩父南帯をジユラ紀中・後期～白

亜紀初期の付加コンプレックスとそれらを覆うジュラ紀後期

～白亜紀前期の斜面海盆堆積相から構成される地帯と定義

した．また，ペルム紀の付加コンプレックスと，それを被覆

する中生界（一部上部ペルム系）の斜面海盆堆積相から構

成される地帯を黒瀬川帯と定義した．さらに黒瀬川帯の北部

地帯（NorthUnit）ではペルム紀付加コンフ。レックスは

白亜系の斜面海盆堆積相に直接覆われるのに対して，南部

地帯（SouthUnit）ではペルム紀付加コンブpレックス（ー

部斜面海盆堆積相）の上に中生界三畳・ジ、ユラ・白亜各

系の斜面海盆堆積相が連続することに注目し，黒瀬川帯の

南北両地帯は共に層序ユニットを基本とすることを指摘した．

この考えを基本として，石田・香西 (1999）は，四国東

部の秩父北帯ー黒瀬川帯を北から，雲早山ユニット，正木

ユニット，吉ヶ平ユニット，坂州ユニットに区分することを提

案した（Fig.1）.すなわち，雲早山ユニットは，御荷鉾緑

色岩類を伴う大川原ユニット（鈴木・板谷， 1994）の南西

および南東に位置し，神山層群（須鎗ほか， 1982）に代

表される三畳紀末～ジユラ紀中期の付加コンフ。レックス（以

下ACと略す）から構成され，秩父北帯に属する．

正木ユニットは，雲早山ユニットの南東に位置する．当ユ

ニットでは，ペルム紀ACおよび蛇紋岩体を斜面海盆堆積

層下部白亜系の物部川層群が不整合に覆い，黒瀬川帯北

部亜帯に属する．正木ユニットは，吉ヶ平ユニットとは破砕

された蛇紋岩からなる喰田（しょくた）構造線で画される．

吉ヶ平ユニットは黒瀬川構造帯レンズ状部と破砕された蛇



132 石田啓祐・香西武

紋岩，ペルム紀AC，三畳紀末AC，ジュラ紀前期及び中

期ACのレンズ状岩体ならびに，下部白亜系斜面海盆堆積

層から構成される．吉ヶ平ユニットは，本来異なる構造単元

にあったペルム紀AC＋下部白亜系と三畳紀末～ジュラ紀

ACが下部白亜系堆積後に構造的に複合した構造ユニット

である．

坂州ユニットは，吉ヶ平ユニットの南に分布し，黒瀬川構

造帯レンズ状部と蛇紋岩，ペルム紀ACならびに，ペルム

紀末，三畳紀，ジュラ紀および白亜紀前期の斜面海盆堆積

相から成り，基本的に層序ユニットを構成する．同ユニット

は黒瀬川帯の南部亜帯に属する．

本調査地域は，大規模な蛇紋岩勢断帯を伴う喰田構造

線（石田・香西， 1999）の南に位置し，区分されたA～

Nまでの14のサプユニットのそれぞれは，吉ヶ平ユニット又

は，黒瀬川帯南部E帯の坂州ユニット（石田・香西，

1999），あるいは，秩父南帯のジユラ紀付加コンプレックス

の構成ユニット（石田， 1987）に帰属することが予想される

ものであった．今回，それらのうち，サブユニットA -Hは

白亜紀前期末以降の構造ユニットである吉ヶ平ユニットに帰

属し，サブユニットI,J, L, Mは黒瀬川帯坂州ユニットに

サブユニットK,Nは秩父南帯・亜帯北部（石田， 1987)

の付加コンブpレックスに帰属することが明らかとなった（Figs.

1, 2). 

サブユニットの構成と配列

立川谷上流の中伊豆・狸谷～吉ヶ平地域にかけて分布す

る下部白亜系およびジュラ系相当の斜面海盆堆積相，なら

びに先白亜系付加コンプレックスは，全般にENE-WSW 

走向の構造を有し，同傾向の断層により画されて，北から，

A～Nまで 14のサブユニットに区分される（Fig.2）.以下

に各サブユニットの構成を説明する．

サプユニットA：調査地域最北縁に分布し，主として磯岩と

砂岩層から構成され．少量の泥岩層を伴う．地層はENE-

WSW走向で北に中角度で傾斜する．泥岩からは，まれに

海生二枚貝の Nanonavhヲcf.yokoyamaiや，植物の

Onychiopsis elongataの葉化石が共産する．パレミア

ン相当の下部白亜系海成層とみなされる（香西・石田，

2000). 

サプユニットB：泥岩基質のメランジュから成り，砂岩，層状

チャートの直径l～2mの岩塊を伴う．基質の泥岩は黒色で，

擾乱を受けて鱗片状に剥離するが，砂質のラミナが見られ，

砂岩あるいは珪質泥岩の薄層を伴うなど，部分的に堆積構

造を留めている．基質の層理面はWNW-ESE走向で北

に高角度で傾斜する．サブユニットAの下部白亜系とは，

NW -SE走向で約35。NE傾斜の平面的な境界面で密着

し，境界に破砕帯は見られないことから，本来は層序的な関

係にあった可能性もあるが，両者の走向・傾斜と境界面は

斜交することから，一応構造的な境界と見なす．基質の珪質

泥岩部分から産する放散虫にもとづき，ペルム紀後期の付

加コンプレックスと見なされる．

サプユニットC：砂岩および砂岩泥岩互層を主として，磯岩

を挟在する整然層で構成される．地層はENE-WSW走

向で，南に中～高角度で傾斜する．最下部の泥岩層からは

Mesosaccella choshiensisが産し，その上位からは

Nanonavis aff. yokoyamaiが産する．上部の砂岩層

と泥岩層からはウニ，アンモナイト Pseudohaplocerassp., 

海生（一部汽水生）二枚貝の Astarteminor. Linearia 

nankaiana, Mesomiltha japonica, Portlandia 

sanchuensisなどが産することから，全体として，下部白

亜系パレミアン～アプチアンに及ぶ（香西・石田， 2000).

分布の北限は，蛇紋岩ガウジを伴う東西走向で北傾斜の断

層によって，サブユニットAの白亜系およびサプユニットBの

付加体メランジュ相ペルム系と画される．

サプユニットD：黒瀬川構造帯構成岩類の圧砕花閥岩とシ

ルルーデボン系の石灰岩および凝灰質砂岩などから成り，当

地域では，圧砕花閥岩と暗緑色の凝灰質砂岩が見られる．

東方延長の立川谷沿いでは，シルル系石灰岩の上位に連

続する凝灰質砂岩が放散虫群集により生層序学的に分帯さ

れており，南上位である（Wakamatsuet al., 1990）.地

層の傾斜はほぼ垂直で，分布の北限は，蛇紋岩を挟在す

るENE-WSW走向の高角度断層により，サブユニットCの

白亜系と画される．

サプユニットE：砂岩泥岩互層および砂岩層を主として，磯

岩ないし磯混じり砂岩を伴う整然層で構成される．流れ込

みによる汽水生二枚貝を伴うが，全般に海成層で，砂岩層

ヵーら』ま， Anthonya igenokiensis, Brachidontes 

igenokiensis, Granocardium brevis, Eomiodon 

sakawanus, Jsocyprina aliquantula, Jsocyp1ブna

igenokiensis, Isocyprina japonica, Leptosolen 

amabilis, Linearia nankaiana, Pli・catulatkahash1工

Pterotn旨oniamorianaなどにより特徴づけられる二枚貝

群集を多産するほか，ウニ，アンモナイトの Cheloniceras

sp.が産し，下部白亜系アプチアンに属する（香西・石田，

2000）.地層はENE-WSW走向で向斜を形成し，北翼

の分布が広い．北限は高角度断層で，サプユニットDの圧

砕花樹岩あるいは凝灰質砂岩と画される．

サプユニットF：黒色泥岩基質のメランジュで構成され，

ペースト状（延性明断変形による非対称レンズ状や不定形

の形状）の酸性凝灰岩を挟在するほか，砂岩，チャート，酸

性凝灰岩のlm以下の小岩塊を伴う．基質の泥岩やブロッ

ク状に含まれる酸性凝灰岩から産する放散虫群集に基づき，

ジュラ紀前期の付加コンプレックスと見なされる．基質の鱗
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片状勢開はENE-WSW走向で高角度に傾斜する．北限

は高角度北傾斜の断層でサブユニットEの白亜系と画され

る．

サプユニットG：砂岩層・泥岩層を主とする整然層から成

り，一部の層準に泥質のタービダイトを伴う．泥質のタービ

ダイトに挟在する泥岩層からは， Archaeodictyomitra

pseudoscalaris群集帯の放散虫群集が検出されており

（石田・橋本， 1991），同層準から Karstenicerassp.に

比較されるアンモナイトが検出されることから，本層の下部は

下部白亜系パレミアン（～アプチアン下部）に相当する．調

査地域東部の狸谷に広く分布し，西方の吉ヶ平林道付近で

せん滅する.ENE-WSW走向で，南部では北傾斜北上

位であるが，北部では高角度南傾斜となっており，本層は，

軸が東にプランジした向斜を形成する可能性がある．

サプユニットH：黒色泥岩あるいは砂質泥岩基質のメラン

ジュから成り，ペースト状の酸性凝灰岩を挟在するほか，大

小の岩塊（砂岩，砂岩泥岩互層，層状チャート，酸性凝灰

岩）を伴う．基質の泥岩やペースト状に含まれる酸性凝灰岩

から産する放散虫群集に基づき，ジュラ紀前期の付加コン

プレックスと見なされる．基質の鱗片状勢聞はENE-WSW 

走向で北へ高角度に傾斜する．調査地域中央部で東西に

延びたレンズ状に分布し，北限は，東半部ではサブユニッ

トGの白亜系と画される．また西半部の北限は，サブユニッ

トGのせん滅に伴い，サブユニットFの下部ジュラ系メラン

ジュと一体化しており，両者は本来，同一サプユニットを構

成するジュラ紀前期付加コンフ。レックス岩体の地表での分岐

状の分布である可能性が高い．ここでは一応，南北配列の

点から，別単元として説明しておく．

サプユニットI：砂岩層と砂岩泥岩互層，泥岩層を主とする

整然層から成り，砂岩層の一部は磯質となる．西部では，地

層はWNW-ESE走向で，高角度北傾斜北上位とみられ

るが，東部ではEW走向で高角度南傾斜となる．砂岩およ

び泥岩からは海生二枚貝の Electoromasp., Gervillaria 

haradae, Goshoraia minor, Neithea syriaca amanoi, 

月nnasp., Plicatula takahashii, Xenocardi・taamanoi,

ならびにアンモナイトの Cheloniceras( C.) cf. proteusが

産し，下部白亜系の下部アプチアン上部を含む（香西・石

田， 2000）.サブユニットIの下部からは Pterotrigonia

ka waguchiensisが報告され， Barremianもしくは

Aptianとされている（Tashiro& Hashimoto, 1994). 

北限は，東部ではサブユニットGの白亜系と東西性高角度

北傾斜の断層で画され，中央部～西部では，蛇紋岩ガウ

ジをレンズ状に挟在する高角度北傾斜の断層でサブ、ユニッ

トHならびにサプユニットFのジュラ紀付加コンプレックスと画

される．

サプユニットJ：黒色泥岩基質のメランジュから成り，ペース

ト状の酸性凝灰岩を挟在するほか，砂岩，砂岩泥岩E層．

層状チャート，酸性凝灰岩，融色岩の大小の岩塊を伴う．基

質の泥岩やペースト状に含まれる酸性凝灰岩から産する放散

虫群集に基づき，ペルム紀後期の付加コンプレックスと見な

される．基質の鱗片状勢聞はEW走向で北へ高角度に傾

斜する．調査地域南西部に広く分布し，東方へ急速にせん

滅する．北限はサブユニットIの白亜系と東西性北傾斜の断

層で画される．

サブユニットK：延性勇断変形を受けた黒色泥岩ないし砂

質泥岩中に多数の岩塊を伴うメランジュで構成される．岩塊

には数m以下の砂岩，泥岩，チャート，チャートと石灰岩の

互層などがあり，左横ずれ型の非対称勢断による変形が著

しい．黒色泥岩ないし砂質泥岩部は強く明断されており，ど

こを基質と特定するかは判断に苦しむため，基質状と呼ぶ．

基質状の泥岩と岩塊状の泥岩からはそれぞれ三畳紀末，

ジユラ紀前期・中期の放散虫群集が検出されることに基づ

き，ジュラ紀中期付加コンプレックス起源のメランジュと見な

される．サブユニットKは調査地域南東部に分布し，西方

へ間もなくせん滅する．北限はサブユニットIの白亜系と東西

性高角度の断層で画される．

サプユニットL：主に粗粒の砂岩層から成り，薄い泥岩層を

伴う整然層である．砂岩層はときに細磯質で，事j離泥岩片

を伴う．泥岩層からは汽水性と海生の二枚貝 Eomiodon

matsumotoi, Barbatia hayamiiなどを産し，下部白亜

系パレミアンに相当する．地層はENE WSW走向，中角

度北傾斜を示す．北限は，南西部では高角断層でサプユ

ニットJのペルム系メランジュと画する．一方，東部では，サ

ブユニットKのジュラ系メランジュと画するが，外見上，境界

は鮮明ではなく，砂岩層がブロック化し，構造的に漸移す

る．

サプユニットM：調査地域南西縁に小レンズ状に分布する．

黒色の泥岩層を主として，鳥巣式石灰岩を伴う．石灰岩は

暗灰色泥質で，ウニの赫，サンゴ，層孔虫などが含まれる．

鳥巣層群相当層とみなされる．

サブユニットN：調査地最南縁に分布する．強く明断された

黒色泥岩ないし砂質泥岩基質のメランジュで構成され．ペー

スト状の酸性凝灰岩のほか，数m以下の岩塊を伴う．岩塊

には砂岩，泥岩，チャート，酸性凝灰岩などがあり，変形

が著しい．チャート岩塊や酸性凝灰岩塊からはジュラ紀前期

の放散虫群集が検出される．基質の泥岩と泥岩中のペースト

状の酸性瀧灰岩からはジュラ紀前期から中期はじめの放散虫

群集が産することから，ジュラ紀中期の付加コンフ。レックスと

見なされる．北限は，主にサブ、ユニットLの白亜系（西端の

みサブユニットMの鳥巣層群相当層）と高角度の断層で画

される．
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Table 1. List showing the occu汀・enc四 ofPermian radiolar-

ians. ms: mudstone. tf: tuffite 

ルニアなどの下部ジュラ系上部 Pliensbachianから報告さ

れ（Pessagno& Whalen, 1982), Parahsuum 

takaraza waenseは関東山地宝沢のチャートー砕屑岩セ

クションの珪質泥岩層から C. rugosumと共産し，

Sashida (1988）の Parahsuum takaraza waense帯

（下部ジュラ系中部）を特徴づける．以上，基質の泥岩や

ペースト状に含まれる酸性凝灰岩から産する放散虫群集に基

づき，サプユニットFを構成するメランジュは．ジュラ紀前期

後半の付加コンフ．レックス起源と見なされる．

Subunit B J J J J J 
Locality 市17 8 9 10 11 

Specific Name Lithology ms ms ms ms tf tf 
Follicucul/us dilatatus Rudenko 本＊ 本＊

Fol/icucul/us porrectus Rudenko 
ー・

＊＊  

Foflicucullus scho/asticus Ormiston & Babcock 
ー・

＊ 

Foflicucul/us ventricosus Ormiston & Babcock 古格 ＊＊  

Foflicucullus sp. ＊ 

A/bail/el/a protolevis Kuwahara ＊ 羽ド

Albaillella cf. leν・is lshiga, Kito & Imoto ＊ 司ド

Neoalbaillella sp 
ー－

放散虫群集と年代

地域の先白亜系付加コンフ。レックスから構成される各サブ

ユニットの各種堆積岩より，包有岩塊ならびに付加コンプ

レックスの年代決定に有効な放散虫群集を検出した

(Tables 1. 2）.以下に各ユニットより産する放散虫群集と

その年代について考察する．

サプユニットH：黒色泥岩あるいは砂質泥岩基質のメラン

ジュから成り，ペースト状の酸性凝灰岩を挟在する．基質の

黒色泥岩（Loe.6）からは Bagotumpseudoerraticum 

が産し，一部墨流し状に泥質ラミナを伴う酸性凝灰岩塊

(Loe. 103）からは， 同種とともに Parahsuum 

takaraza waenseが産する（Table2). Bagotum 

pseudoerraticumは関東山地秩父累帯の珪質泥岩から報

告された下部ジュラ系下半部 Ba go tum 

pseudoerraticum群集帯（Kishida& Hisada, 1985) 

の示準種とされる．したがって両種の共産は， Sashida

(1988）の Parahsuumtakarazawaense帯（下部ジュ

サプユニットB：泥岩基質のメランジュから成り，砂岩，層状

チャートの直径1～2mの岩塊を伴う．基質の珪質泥岩薄層

部分からは，Fomcucullusporrectus, F. scholasticus, 

F. ventricosus,を伴う放散虫群集が検出され

た（Table1, Loe. 101). Kuwahara et al. 

(1998), Kuwahara (1999）によれば，こ

れらの3種は，Fomcucullusscholasticus -

F. vent1てたosusAssemblage Zoneとその

上位のFollicuculluscharveti -Albaillella 

yamakitai Assemblage Zoneの下半にお

いて共産する．したがって，サブユニットBのメ

ランジュ相はペルム紀後期前半の付加コンプ

レックス起源と見なされる．

Table 2. List showing the occuπences of Triassic and Jurassic radiolarians. 

ms: mudstone. tf: tuffite. ch: chert. 

サプユニットF：黒色泥岩基質のメランジュで

構成され，ペースト状の酸性凝灰岩を挟在す

る．基質の黒色泥岩（Loe.4）からは Trillus 

elkhornensis, Gorgansium morganense 

の共産で特徴づけられる放散虫群集が産する

(Table 2）.両種の共産関係は， California,

Oregonの下部ジュラ系 Pliensbachian上

部に特徴的で（Pessagno& Blome, 1980), 

Matsuoka (1995）の下部ジュラ系上半部

Trillus elkhornensis Zoneに対比される．

また泥基質中にペースト状に含まれる酸性凝灰

岩（Loe.3）からは， Canoptum.anulatum, 

C. rugosum, Parahsuum takara-

zawaenseの共産で特徴づけられる放散虫群

集が産する（Table 2). Canoptum 

anulatum, C. rugosumはトルコ， カリフォ

Subunit 
Local itv 

Soeci f ic Name ／ Litholo副
Triasso回 mpecf. reif/ingensis Kozur & MosUer 
Plafkerium (?) sp. 
Canoptum triassicum Yao 
Canoptum的aeticumKozur & Mestler 
Canoptum poissoni Pessaano 
Canoptum anulatum Pessagno & Poisson 
Canoptum rugosum Pessagno & Poisson 
Pantane/lium sp. C of Yeh 
Noritus sp. A of Pessaano & Whaler、
Pseudoristola soo 
Bagotum pseudoerraticum Kishida & Hisada 
Parahsuum simplum Yao 
Parahsuum takarazawaanse Sashida 
Pa周 hsuumm附百ca(Yeh)
Parahsuum spp. 
Drulanta (?) sp. D of Yeh 
Lupherium sp. E of Yeh 
Dictyomit，吊Ila(?)alf. kamoensis Mizutani & Kido 
Pantanellium sp. A of Pessagno & Blome 
Gorgansium moraanense Pessagno & Whalen 
Trillus elkhomens店 Pessagno& Blome 
Droltus sp. A 
Droltus sp. B 
Hsuum minoratum Sashida 
Hsuum infirmum Sashida 
Hsuum fukazawaense Sashida 
Parvicingula gigantocomis Kishida & Hisada 
Parvicingla sp. A 
Eucyrtidiellum dispari/e Nagai & Mizutani 
Laxtorum (?) jurassicum lsozaki & Matsuda 
Archicapsa (?) pachyderma (Tan) 
Droltus kanyoense (Sashida) 
Dictyomitrel畑（？）sp.
Dictyomit，岬l畑（つ）kamoensis Mizutani & K凶。
Pseudodictyom.胸（？）sp. D of Matsuoka, 1986a 
Tricolocapsa conexa Matsuoka 
Hsuum maxwell, Pessaano 
Eucyrtidiellum unumaensis Yao 
Hsuum sp 
Risto/asp. 

F F 
3 4 
tf ms 

ー－
事

g惨

宵$

＊ 

‘民

“ 
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調ド

調’

H H K K K K N N N N N 
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ms tf ms ms ms ms ms tf ms tf ch 
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Table 3. Geologic age of subunits A to N. 

eq. Kumosoyama: Northern subunits of the South Chichi bu Belt (Subunit I of Ishida, 1987) that are equivalent to the Kumosoyama Unit. 

AZ: Assemblage Zone. ch: chert ofaccretionary-melange facies. m: mudstone and acid tu庁ofaccretionaryィnelangefacies. s: sandstone 

and mudstone of slope-basin facies. t正tuffaceoussandstone of Kurosegawa Lenticular Body. 

Age Unit 
Radiolarian zonation ／ Subunit 

CRETACEOUS Aot i an Stichomit市 communis AZ 
Barremi an Archaeodictvomitra oseudoscalaris AZ 

Cecroos seotem即吊tusZone 
Pseudodictvomitra caroatica Zone 

JURASSIC Upper Looous orimitiνus Zone 
Hsuum maxwelli Zone 
Stvlocaosa （ヲ）刷用/is Zone 

Middle Tricolocaosa conexa Zone 
Trico/ocaosa o/icarum Zone 
Laxtolum （ヲ） iurasicum Zone 

Lower Hsuum minoratum Zone 
Parahsuum takarazawaense Zone 

Parahsuum simo/um Zone 
TRIASSIC Upper Canootum triassicum Al 

PERMIAN Upper Neoalbaillella ootima AZ 
Neoalbaillella omithoformis AZ 
Follicucullus charveti -Albaillella vamakitai AZ 
Follicucullus scholasticus -F.νentricosus AZ 

DEVONIAN 
SILURIAN 

IRadiolarian zonation ／ Subunit 

ラ系中部）と考えて矛盾しないことから，当メランジュはジユ

ラ紀前期中葉の付加コンフレックスに起源するものと見なさ

れる

サプユニットJ：黒色泥岩基質のメランジュから成り，ペース

ト状の酸性凝灰岩を挟在する．基質の泥岩のうち， Lacs.7, 

8 (Table 2）の泥岩からは Fofjjcucullusdllatatusが

産し， Loe.9 (Table 2）の泥岩からは，同種とともに

Neoalbaillella sp.が産することから，Kuwaharaet al. 

( 1998）のNeoalbaillellaornithoformis Assemblege 

Zoneに相当する．またペースト状に含まれる酸性凝灰岩

(Lacs. 10, 11）から産する放散虫群集は Alba1刀ella 

protolevisの産出で特徴づけられ，典型的な Albaillella

le vis は伴わないことから．これらの酸性凝灰岩は，

Kuwahara (1999）のNeoalbaillellaornithoformis 

Assemblege Zoneの下部に相当する．これらの産出放散

虫群集にもとづき．当サブユニットを構成するメランジュはペ

ルム紀後期（後半はじめ）の付加コンフ．レックス起源と見な

される．

サブユニットK：当ユニットは，強く明断された基質状の黒

色泥岩ないし砂質泥岩中に直径数m以下の岩塊を多く伴うメ

ランジュで構成される．このメランジュは全体に強く明断され

ており．基質と確定することには判断が伴うが，基質状の泥

岩（Loe.12）は Tricolocapsaconexa. Hsuum 

maxwelliとともに， Eucyrtidiellum cf. unumaensis 

を産することから． Matsuoka (1995）の Tricolocapsa

con ex a帯に属すると見られる また，岩塊として産する泥

Yoshi•ahira Sakashu ea. KlJIIOsovama Sakashu ea. Kumosovama 
AB C D E F ；出 J K L M N 
軍 !i匠

：届 l!ii! !!i!i,, 

月：：：副日：出 瞬
臨璽!Iii! 

糊2

!Iii! I彊

！！＇！｝；.；＇！！！！！＇！＇凶 2

同ー

期

車
車

AB CID E F G H J K L M N 

岩のうち， Loe.15からは Canoptumtriassicumで特

徴づけられる放散虫群集が産し， Lo c. 1 6からは

Canoptum rhaeticumを産することから（Table2），両

者は Canoptumtriassicum Assemblage Zone (Yao, 

1982）に属すると見なされる.Sugiyama (1997）は同群

集帯を．三畳紀後期（後期ノリアン～レチアン）～ジュラ紀

前期前半と見なしているが 両地点の泥岩には

Parahsuum simplumや Droltuseuraciaticusが共

産しないことから，その年代はジュラ紀には及んでいない．さ

らに， Loc. 14の黒色泥岩塊からは， Canoptum

rugosum, Bagotum pseudoerraticum, Parahsuum 

takarazawaense, Trillus elkhornensisなどが検出さ

れる（Table2）.前3者の共産関係は下部ジュラ系上部

Pliensbachian (Pessagno & Whalen, 1982），あるい

は Sashida(1988）の Parahsuumtakarazawaense 

帯（下部ジュラ系中部）を特徴づけるが，T elkhornensis 

はそれらよりやや若く，下部ジュラ系上半部のアrillus 

elkhornensis Zone (Matsuoka, 1995）以降を示す．両

要素の混在の可能性があり，年代推定に幅を持たせて，下

部ジュラ系中部～上部相当と考察する．以上より，当サプ

ユニットのメランジュは，ジュラ紀中期の付加コンフ．レックス

起源である．

サプユニットN：基質の泥岩（Locs. 19, 21）からは

Trillus elkhornensis が産し， Hsuum  

fukazawaense, Parvicingula gigantocorm旨が伴う

ことから，基質の泥岩は下部ジュラ系上半部 Trill us 
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elkhornensis Zone (Matsuoka, 1995）に属する．さら

に基質の泥岩中のペースト状の酸性凝灰岩（Loe.20）から

は， Parvicingula gigantocornisとともに， Hsu um 

minoratum. Hsuum infirmum, Laxtorum (?) 

jurassicum, Archicapsa (?) pachidermaが産する．

前三者は， Kishida& Hisada (1985）の下部ジュラ系上

部の Parvicingula伊達;antocornis群集帯，あるいは

Sashida (1988）の下部ジュラ系上部の Hsuum  

minoratum帯の特徴種であるが， Laxtorum(?) 

jurassicumはLaxtorum(?) jurassicum帯
(Matsuoka, 1995）の示準種で中部ジュラ系下部を示し，

最後者の Archicapsa(?) pachiderma は Laxto rum 

(?) jurassicum帯より下位の Trilluselkhornensis帯

までレンジが下がる（Matsuoka,1995）.したがって，この

ペースト状の酸性凝灰岩は本来，下部ジュラ系上部～中部

ジュラ系下部の放散虫化石帯に属する酸性凝灰岩層を構成

していたものとみなされる．一方，チャート岩塊（Loe.23) 

はCanoptumanulatum, Canoptum rugosum, 

Parahsuum takaraza waenseを特徴的に産し，

Parahsuum simplumを伴うことから， Sashida(1988) 

の Parahsuumtakaraza waense帯（下部ジュラ系中

部）に属する．さらに，岩塊状の酸性凝灰岩（Loe.22）も

Canoptum rugosumとParahsuumtakarazawaense 

を共産し， Sashida (1988）の Parahsuum 

takaraza waense帯（下部ジュラ系中部）に属する．以

上より，当サブユニットのメランジュはジュラ紀中期初めの付

加コンプレックス起源であり，本来，下部ジュラ系中部

(Parahsuum takarazawaense帯）でチャートから細粒

砕屑岩相に移行する海洋プレート層序を構成していたとみな

すことができる．

サプユニットの帰属

今回明らかになった先白亜系付加コンフ。レックスの放散虫

年代と各サブユニットの配列（Table3）をもとに，調査地

域の各サブユニットのユニットへの帰属について考察する．

当地域は，大規模な蛇紋岩勢断帯を伴う喰田構造線の南

に位置し，区分された A～Nまでの14のサブユニットのそ

れぞれは，吉ヶ平ユニット又は，黒瀬川帯南部亜帯の坂州

ユニット（石田・香西， 1999），あるいは，秩父南帯のジュ

ラ紀付加コンプレックスの構成ユニット（石田， 1987）に帰

属することが予想されるものである．

筆者らの見通しとして，少なくともサブユニットA-Hまで

は吉ヶ平ユニットに属すると考える．吉ヶ平ユニットは，北側

に分布する正木ユニットとは，喰田構造線で画され，黒瀬

川構造帯レンズ状部と破砕された蛇紋岩，ペルム紀AC,

ジュラ紀前期ACのレンズ状岩体ならびに，下部白亜系斜

面海盆堆積層から構成される．吉ヶ平ユニットは，本来異な

る構造単元にあったペルム紀ACとジュラ紀前期ACが下

部白亜系堆積後に構造的に複合した構造ユニットである．

本地域のサブユニットA, C, E, Gには， Barremian

Aptian相当の下部白亜系が分布し，その聞に構造的に挟

在するサブユニットDには黒瀬川構造帯レンズ状部と破砕さ

れた蛇紋岩が位置する．また，サプユニットBにはペルム紀

後期前半の付加コンフ。レックスが さらにサブユニットFとH

には，ジュラ紀前期の付加コンフ。レックスが分布する．

これまでの野外調査から，吉ヶ平ユニットと坂州ユニットを

画する東尾断層は，サブユニットIの北限を画する断層に相

当する．坂州ユニットは，吉ヶ平ユニットの南に分布し，黒

瀬川構造帯レンズ状部と蛇紋岩，ペルム紀AC，ならびに，

ペルム紀末，三畳紀，ジユラ紀，および白亜紀前期の斜面

海盆堆積相から成り，これらが基本的には一連の層序ユニッ

トを構成する（石田・香西， 2000）.サプユニットIとJ,L 

は，当地域では互いに構造的に画されているが，本来，坂

州ユニット構成要素の東方延長である．サプユニットiの下

部白亜系の西方延長は，菖蒲層（平山ほか， 1956）の模

式地まで追跡されるものであり，その下位には，斜面海盆

堆積相のジユラ系である鳥巣層群栗坂層，三畳系寒谷層，

ペルム紀後期の付加コンプレックスの檎曽根層群が層序的

に連続する（平山ほか， 1956；石田・香西， 2000）.当

地域のサブユニットJは槍曽根層群相当のペルム紀後期の付

加コンプレックスの東方延長である．また，サプユニットLは

泥岩層から汽水生の二枚貝 Eomiodonmatsumotoiな

どを産し，坂州ユニットの下部白亜系菖蒲層の岩相とフォー

ナに一致する．吉ヶ平ユニット，坂州ユニットの白亜系は，と

もにパレミアンからアプチアンの時代に属する．坂州ユニット

のパレミアン相当層及びその下位の地層からは汽水生二枚

貝化石が産出する。これらの化石の一部には， Eomiodon

matsumotoi, E. nipponicusのように内帯の吉母層に共

通するものも含まれるが，吉ヶ平ユニットのパレミアン相当層

からは今のところ汽水生の員化石は産出していない．

サプユニットKとNは，下部ジュラ系の泥質岩や酸性凝灰

岩を構成要素として伴う点がサプユニットF,H （吉ヶ平ユ

ニット）と共通している．サブユニットNはその北縁を画する

断層が十二社衝上線（平山ほか， 1956）であり，秩父南

帯・亜帯（石田， 1987）に帰属するジユラ紀付加コンブp

レックスの分布地帯である．石田（1987）は四国東部の秩

父南帯を北から南へ I～N亜帯に区分し，各E帯を構成す
るチャート，砕屑岩の放散虫による年代を求め，とくに砕屑

岩類が南へ若くなる年代極性を指摘した．秩父南帯 I亜帯

は付加体チャートー砕屑岩相から成るジュラ紀付加コンプ

レックスであり，これまで，細粒砕屑岩類の年代はジュラ紀

中期初めの Laxtolum(?) jurassicum帯がもっとも古い
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とみなされていた（石田， 1987）.今回の検討で，サブユ

ニットNは，ジュラ紀中期初め Laxtolum(?) jurassicum 

帯の付加コンプレックス起源のメランジュであり，本来，下

部ジュラ系中部 （Parahsuumtakarazawaense帯）で

チャートから細粒砕屑岩相に移行する海洋プレート層序を構

成していたとみなされる．このことから，秩父南帯の I亜帯最

北縁には，秩父北帯の雲早山ユニットと同時期のジユラ紀中

期はじめの付加コンフ。レックスが分布することが明らかになっ

たといえる．雲早山ユニットは神山層群（須鎗ほか， 1982)

に代表されるジュラ紀中期（Tricolocapsa plicarum帯）

以前の付加コンプレックスから構成され，鈴木（1993）は，

筆者らの秩父北帯雲早山ユニットに帰属する梅木ユニットの

チャートー砕屑岩セクションの岩相境界年代が， Hori

(1990）の Parhsuumsi切•plum 群集帯の中部，すなわ

ちジュラ紀前期中葉に相当することを明らかにしている．

サブユニットKの構造上の位置と帰属に関して，サブユ

ニットJとKの配列上の順序はどちらが北に来るのかむづかしい

ところがあるが，サプユニットKは左ずれ非対称勇断を伴う

ので，高角度の直線的な断層線上に配列する可能性が強

’いことを考えると，サブユニットJの南に来る可能性が高いと

判断される．サブユニットKは，本来，サブユニットNと同

様に，秩父南帯の付加コンフ。レックスに帰属するものである

が，白亜系堆積後の左横ずれ断層運動に伴って，黒瀬川

帯坂州ユニットの構成岩類を切って，構造的に挟在するに

至ったものと推測する．サブユニットL,Mが東にせん滅し，

サブユニットKとNが東に合流するようになるのは，本来，前

2者であるサブユニットLとMが帰属する坂州ユニットの構造

的下位に，後2者であるサブユニットKとNすなわち秩父南

帯 I亜帯のジュラ紀付加コンブPレックスが位置することを示

す．サブユニットMの鳥巣層群相当層はサブユニットLの白

亜系の層序的下位に位置し 坂州ユニットに帰属する．

今回，当地域で，秩父南帯のI亜帯最北縁には，秩父

北帯の雲早山ユニットと同時期のジュラ紀中期はじめの付加

コンブPレックスが分布することが明らかになった．このことから，

秩父南帯の I亜帯北縁の付加コンプレックスは，黒瀬川帯

の南に位置するが，本質的には，秩父北帯ナップ（雲早山

ユニット構成要素）の南方延長である可能性が高くなったと

考えられる．筆者らは，ジユラ紀中期初めの付加コンブ。レッ

クスを基本とする雲早山ユニットの構造的上位に黒瀬川帯

ナップを構成する正木ユニットと坂州ユニット（ペルム紀付加

コンフ。レックス）が衝上していると判断する．吉ヶ平ユニット

(A-H）の形成については，下部白亜系堆積後の衝上運動

により，黒瀬川帯ナップ（ペルム紀付加コンフ。レックス）と，

その構造的下位に位置した秩父北帯ナップ（三畳紀末ー

ジュラ紀中期付加コンプレックス）の両ナップ構成要素が構

造的に混在した可能性が考えられよう．

ま と め

四国東部，徳島県勝浦郡立川谷上流～上勝町にかけて

の吉ヶ平地域に分布する中生界斜面海盆堆積相と先白亜系

付加コンプレックスとの構造的な配列，ならびに付加コンプ

レックスの放散虫年代を解析し，各サブユニットの構造区分

上の帰属，位置づけに関して考察した．調査地域はA～N

の14サブユニットに区分され，それらは，シルルーデボン

系黒瀬川構造体レンズ状体（サブユニットD），ペルム紀後

期付加コンプレックス（サブ、ユニットB' J），ジュラ紀前ー中

期付加コンフ。レックス（サブユニットF, H, K, N），ジュラ

系相当の斜面海盆堆積相（サプユニットM），下部白亜系

斜面海盆堆積相（サブユニットA, C, E, G, I, L）から構

成される．それらのうち，サブユニットA-Hは白亜紀前期

末以降の構造ユニットである吉ヶ平ユニットに帰属し，サブ

ユニットI,J, L, Mは黒瀬川帯坂州ユニットに，サブユニッ

トK,Nは秩父南帯I亜帯北部の付加コンプレックスに帰属

する．秩父南帯の最北部に，秩父北帯の雲早山ユニットと

同時期のジュラ紀中期はじめの付加コンプレックスが分布す

ることが明らかになったことから，下部白亜系堆積当時，秩父

南帯北部のジユラ紀中期付加コンフ。レックスは，黒瀬川帯

ペルム紀付加コンフ。レックスの構造的下位に位置し，秩父

北帯ナップ（雲早山ユニット構成要素）の南方延長であった

可能性が高い．

謝辞大阪市立大学理学部桑原希世子博士にはペルム

紀放散虫の同定と生層序に関して，有効なご意見を賜っ

た．まとめにあたって，高知大学付属養護学校香西由

紀子教諭には，資料整理を手伝っていただいた．記して厚

くお礼申し上げます．
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Explanation of Plates 

Plate I. 

Late Permian radiolarians企omthe accretionary complexes in the YoshigahiraArea, East Shikoku. Scale bar: 100tLm;A: Fig. 

15, B: Figs. 1・14,16, 17. 

Figs. 1, 2, 3, 4. Albaillella cf. levis Ishiga, Kito & Imoto (1: Loc. 10. 2, 3, 4: Loe. 11. Subunit J). Figs. 5, 6, 7, 8. Albaillella 

protolevis Kuwahara(S, 8: Loc. 10. 6, 7: Loc. 11. SubunitJ). Figs. 9, 10. Follicucullus dilatatus Rudenko (Loc. 10. Subunit 

J). Figs. 11, 12, 13, 17.Neoalbaillella sp. (Loc. 9. Subunit]). Figs. 14, 16. Follicucullus ventricosus Ormiston & Babcock(14: 

Loc. 11. 16: Loc. 10. Subunit J). Fig. 15. Follicucullus porrectus Rudenko (Loc. 10. Subunit J). 
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Plate II. 

Upper Triassic and Lower Jurassic radiolarians企omthe accretionary complexes in the Yoshigahira Area, East Shikoku. Scale 

bars: 100μ，ロ1;A:Figs.1-14, 17・18;B:Figs.15,16. 

Figs. I, 2. Bagotum pseudoerraticum Kishida & Hisada (1: Loc. 6, SubunitH. 2: Loc.14, Subunit K). Fig. 3. Pseudoristola sp. 

A (Loc. 23, Subunit N). Fig. 4. Pseudoristola sp. B (Loc. 14, Subunit K). Figs. 5, 6. Pantanellium sp. C ofYeh (Loc. 22, 

Subunit N). Fig. 7. Pantanellium sp. A of Pessagno & Blome (Loc. 14, Subunit K). Figs. 8, 9. Tr illus elkhornensis Pessagno 

& Blome (Loc. 14. Subunit K). Figs. 10, 11, 12, 15, 16. Canoptum rhaeticum Kozur & Mostler (Loc. 16. Subunit K). Fig. 13. 

Triassocampe cf. re伊ingensisKorur& Mostler(Loc. 15. Subunit K). Fig. 14. nφerium (?) sp. (Loc. 15. Subunit K). Figs. 
17, 18. Canoptum triassicum Yao (Loc. 15. Subunit K). 

Platem. 

Lower Jurassic radiolarians合omthe accretionary complexes in the Yoshigahira Area, East Shikoku. All the figures co汀e-

sponds to the scale bar A: I 00 μ,m. 

Figs. 1, 2, 3. CanoptumpoissoniPessagno (1, 2: Loc. 3, Subunit F. 3: Loc. 23, SubunitN). Figs. 4, 5, 6. Canoptum rugosum 

Pessagno & Poisson (4: Loc. 22, SubunitN. 5, 6: Loc. 14, Subunit K). Figs. 7, 8, 9, 10. Canoptum anulatum Pessagno & 

Poisson (Loc. 3, Subunit F). Figs. 11, 12. Dictyomitrella (?) aff. kamoensis Mizutani & Kido (Loc. 14, Subunit K). Figs. 13, 

18. Parahsuum simplum Yao (Loc. 23, SubunitN). Figs. 14, 15. Parahsuum mirifzca (Yeh) (14: Loc. 3, Subunit F. 15: Loc. 14, 

Subunit K). Figs. 16, 17. Parahsuum takarazawaense Sashida (16: Loc. 3, Subunit F. 17: Loc. 14, Subunit K). Fig. 19. 

Parahsuum sp. (Loc. 23, Subunit N). Fig. 20. Noritus sp. A of Pessagno & Whalen (Loc. 22, Subunit N). Fig. 21. Durlanta (?) 

sp. D ofYeh (Loc. 14, Subunit K). Fig. 22. Lupherium sp. E ofYeh (Loc. 14, Subunit K). Figs. 23, 24, 25. Parahsuum sp. (23, 

25: Loc. 3, Subunit F. 24: Loc.23, Subunit N). 

Plate IV. 

Lower and Middle Jurassic radiolarians企om出eaccretionary complexes in the YoshigahiraArea, East Shikoku. Scale bars: 

I 00 μ, m; A: Fig. 6; B: Figs.ト5,7, 8, 10-12, 14・18;C:Figs.9, 13. 

Figs. I, 2. laxtorum (?)jurassicum Isozaki & Matsuda (Loc. 20, Subunit N). Fig. 3. Droltus kanyoense (Sashida) (Loc. 20, 

SubunitN). Fig. 4. Droltus sp. B (Loc. 21, SubunitN). Fig. 5. Droltus sp. A (Loe. 21, SubunitN). Fig. 6, 7. Hsuum imfirmum 

Sashida (Loc. 20, Subunit N). Figs. 8, 9. Archicapsa (?) pachyderma (Tan) (Loc. 20, Subunit N). Figs. 10, 11. Parvicingula 

gigantocornis Kishida & Hisada (Loc. 20, Subunit N). Fig. 12. Noritus sp. A of Pessagno & Whalen (Loc. 20, Subunit N). 

Fig. 13. Eucyrtidiellum disparile Nagai & M四回首（Loc.20, Subunit N). Fig. 14. Dictyomitrella (?) sp. (Loc. 20, Subunit N). 

Figs. 15, 16. Trillus elkhornensis Pessagno & Blome (Loc. 21, Subunit N). Figs. 17, 18. Hsuum兵制zawaenseSぉhida(Loc.

21, Subunit N). 

Plate V. 

Lower and Middle Jurassic radiolarians企omthe accretionary complexes in the YoshigahiraArea, East Shikoku. Scale bars: 

100 μ,m; A: Figs. 3・10,12, 14・18;B:Figs.l,2, 11, 13. 

Figs. I, 2, 3. Parvicingula gigantocornis Kishida & Hisada (Loc. 19, Subzone N). Figs. 4, 5. Parvicingula sp. A (Loc. 19, 

Subzone N). Fig. 6. Droltus kanyoense Sashida (Loc. 19, Subzone N). Fig. 7. Dictyomitrella (?) aff. kamoensis Mizutani & 

Kido (Loc. 4, Subzone F). Fig. 8. Gorgansium morganense Pessagno & Whalen (Loc. 4, Subzone F). Figs. 9, 10. Trillus 

elkhornensis Pessagno & Blome (9: Loc. 4, Subzone F. I 0: Loc. 19, Subunit N). Fig. 11. Eucyrtidiellum disparile Nagai & 

Mizutani (Loc. 19, Subzone N). Fig. 12. Tricolocapsa conexa Matsuoka (Loc. 12, SひbzoneK). Fig. 13. Eucyrtidiellum 

unumaensis Yao (Loc. 12, Subzone K). Fig. 14. Risto/asp. (Loc. 12, Subzone K). Fig. 15. Dictyomitrella （？）知moensis

Mizutani & Kido (Loc. 12, Subzone K). Fig. 16. Pseudodictyomitra sp. D of Matsuoka (Loc. 12, Subzone K). Fig. 17. Hsuum 

sp. (Loc. 12, Subzone K). Fig. 18. Hsuum mαxwelli Pessagnoιoc. 12, Subzone K). 
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Plate I 
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Plate II 
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